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令和７年 第６回 定例教育委員会 会議録 

招集日時 令和７年６月２４日  午後６時３０分 

開会日時 令和７年６月２４日  午後６時３０分 

閉会日時 令和７年６月２４日  午後８時００分 

開催場所 ふじみ野市役所 第２庁舎３階 Ｂ３０１会議室 

教 育 長  朝 倉   孝 

委 

員 

出 

席 

状 

況 

席番 氏  名 出席別 説明のため出席した者 

１ 茂井万里絵 出席 教 育 部 長 内田 和明 社会教育課長 木村 裕之 

２ 西山 幸吉 出席 教育総務課長 星野 光 上福岡西公民館長 松原 秀洋 

３ 𠮷野  榮 出席 学校教育課長 清水 篤史 主幹兼上福岡歴史民俗資料館長  井上 樹朗 

４ 星野 弘明 出席 学校給食課長 山﨑 純  

 主幹兼あおぞら学校給食センター所長 大髙 修一  

書  記 教育総務課係長 田島 輝 傍聴人数 ４人 

会 議 概 要 

議  事  等 

報告第２０号  専決処理に関する報告について（令和７年度ふじみ野市一般会計補正予算

（第１号）について） 

報告第２１号  専決処理に関する報告について（財産の取得について） 

報告第２２号  専決処理に関する報告について（ふじみ野市立福岡中学校校舎Ａ棟長寿命化

予防改修工事請負契約の締結について） 

報告第２３号  専決処理に関する報告について（ふじみ野市立花の木中学校校舎大規模改造

工事請負契約の締結について） 

報告第２４号  専決処理に関する報告について（ふじみ野市立博物館整備工事請負契約の締

結について） 

報告第２５号  専決処理に関する報告について（ふじみ野市立博物館展示作成業務委託契約

の締結について） 

報告第２６号  専決処理に関する報告について（ふじみ野市学校給食センター運営審議会委

員を委嘱することについて） 

報告第２７号  令和７年第２回ふじみ野市議会定例会一般質問の概要について 
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(午後６時３０分) 〇開会の宣告 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

各委員 

教育長 

 

各委員 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

各委員 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

ただ今から、令和７年第６回定例教育委員会会議を開会いたします。 

 

〇会議録の承認 

まず始めに、前回の定例会会議録の承認についてです。 

事前に委員の皆様にお配りしておりますが、何か確認事項等はござい

ますか。 

（なし） 

特にないようですので、会議録についてはこの内容で、承認してよろ

しいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、会議録につきましては、この内容で承認といたします。 

後ほど、委員の皆様のご署名をお願いします。 

 

〇教育長からの報告 

 次に、報告をさせていただきます。 

（報告） 

以上、ご報告させていただきましたが、確認事項等はございますでし

ょうか。 

（確認事項なし） 

 

〇本日の議事 

それでは議事に入ります。 

本会議に提案させていただいた議事の件数は、報告事項８件です。 

 

〇報告理由の説明 

 教育部長から報告事項８件の報告理由の説明をお願いします。 

（報告理由の説明） 

 

〇報告第２０号 

 それでは、報告第２０号「専決処理に関する報告について（令和７年
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教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

茂井職務代理 

 

 

教育総務課長 

 

星野委員 

 

教育総務課長 

度ふじみ野市一般会計補正予算（第１号）について）」を教育総務課長

より報告をお願いします。 

資料をご覧ください。 

まず、教育総務課、小学校費の小学校施設管理事業の補正額１２億円

につきましては、上野台小学校用地取得にかかる費用となります。 

上野台小学校の敷地につきましては、昭和４３年の開校より国から借

用しており、現在、約 2,500 万円を毎年賃借料として支払っておりま

す。昨年度から、経営戦略室も交えて、国と用地取得に向けた協議を行

っておりましたが、今後も引き続き学校用地として活用を続けていく中

で、将来的な財政負担なども考慮し、今回、学校用地として取得するこ

とにしたため、その費用を計上したものです。 

続いて、社会教育課の文化財保護事業の３０万３千円につきまして

は、市指定文化財の地蔵院のしだれ桜の樹勢回復のため、所有者に対し

て、その修繕に対する補助金を交付するための費用を計上したもので

す。 

最後に、福岡河岸記念館の福岡河岸記念館管理運営事業の３３万円に

つきましては、福岡河岸記念館の石垣が経年劣化していることから、そ

の変位調査、初期値からの微細な動きを定量的に測定し、監視する調査

をするための委託料を計上したものとなります。 

なお、本補正予算は６月１９日の議会最終日に採決が行われ、可決い

ただいた状況にあります。 

ただ今の報告事項について、委員の皆様からご質問・ご意見がござい

ましたらお願いします。 

小学校費について、毎年 2,500 万の賃借料を支払っているということ

でしたが、補正前予算額は１億 3,500 万となっているのは何故でしょう

か。 

小学校の施設管理事業全体の予算額になりますので、今回の補正予算

とは直接関係ない費用が含まれております。 

 上野台小学校の用地は５０年以上賃借料を払ってきたということです

が、このタイミングで買い取りを行う理由はあるのでしょうか。 

取得するに当たり、いつが最適であるかは、中々お答えしづらい状況
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教育長 

 

 

 

𠮷野委員 

 

社会教育課長 

 

 

教育長 

各委員 

教育長 

各委員 

教育長 

 

 

教育長 

 

あ お ぞ ら 学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

ではございますが、土地の評価額の変動、その時の財政状況、他の事業

との兼ね合いなど、様々な要因がある中で、今回、改めて経常経費とし

て賃借料を毎年計上していくことと、購入することについて比較検討し

た結果、取得することになりました。 

賃借が得なのか、買取が得なのかという市としての財政面もあります

が、用地の活用という点で、買い取りをして市の所有にすることによっ

て、より自由度が増すというところもありますので、今回総合的に判断

して、取得をしていきたいと考えております。 

市の指定文化財の地蔵院のしだれ桜は、現在どのような状況なのでし

ょうか。 

令和７年３月に樹木医も立ち会って状況を確認したところ、枝の一部

に菌糸類が発生しており、樹勢の回復措置について相談を受けたところ

です。 

他にご質問いかがでしょうか。 

（なし） 

この報告の内容については、よろしいでしょうか。 

（了承） 

ありがとうございました。 

 

〇報告第２１号 

次に、報告第２１号「専決処理に関する報告について（財産の取得に

ついて）」をあおぞら学校給食センター所長より報告をお願いします。 

今回の報告につきましては、予定価格 2,000 万円以上の動産の買入れ

となり、議会の議決を経るべき財産の取得となることから、市議会に議

案を提出することにつき、ふじみ野市教育委員会教育長に対する事務委

任規則第２条第３項に基づき教育長による専決処理をしたので、同条第

４項の規定により報告するものでございます。 

財産の取得内容ですが、あおぞら学校給食センターにおける厨房機器

の一部の更新でございます。 

現在あおぞら学校給食センターで使用している厨房機器等は、旧大井

学校給食センターから移設、又は本センター建設時に設置したものが多
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教育長 

 

あ お ぞ ら 学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 

教育長 

 

𠮷野委員 

 

あ お ぞ ら 学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

𠮷野委員 

 

あ お ぞ ら 学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 

 

 

𠮷野委員 

く、老朽化が進んでおり、修繕の発生も増加していることから、今後も

安心安全な給食を提供するために修繕計画に沿って計画的な更新を進め

て行くものです。 

今年度実施する財産の取得内容については、スチームコンベクション

オーブン３台、プレハブ冷凍庫１台、プレハブ冷蔵庫５台、器具洗浄機

１台、器具消毒保管機４台、電動缶切機２台、混載用コンテナ２台で

す。 

契約金額は税込みで 52,910,000 円、契約の期限は令和８年３月３１

日まで、契約の相手方は、株式会社中西製作所 北関東支店です。 

先程、旧大井学校給食センターから使い続けてきたという説明があり

ましたが、何年間使用しているのでしょうか。 

２２年間（後に２６年間に訂正）使用しております。 

ただ今の報告事項について、委員の皆様からご質問・ご意見がござい

ましたらお願いします。 

プレハブの野菜用の冷凍庫と冷蔵庫が必要ということですが、どのよ

うに使っているのでしょうか。 

まず納品時に、冷凍の物と冷蔵の物があります。納品から調理までに

時間があり、温まると品質が悪くなりますので、冷凍物は冷凍庫で、冷

蔵の野菜は仕分けをして冷蔵庫へ保管し、品質が落ちないよう冷蔵庫、

冷凍庫で分けています。 

冷凍庫については、冷凍豆腐や冷凍インゲン、冷凍枝豆など。冷蔵庫

については、その他の野菜や大豆などです。また、冷蔵の中でも土によ

る汚染度の高いもの、低いもの、例えば人参や大根など、根菜類は土が

ついているため、汚染度が高いということになり、冷蔵庫の中でも、汚

染度の高い低いで分けて保存しております。 

野菜については冷凍しなければならないものと、冷蔵のものと温度差

を変えなければならないということでしょうか。 

冷凍物については、マイナス１８度以下、冷蔵物については５度以下

という規定がされておりますので、適した温度で保存できる機器がなけ

れば、給食センターが成り立たないということになります。 

２種類必要だということですね。 
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あ お ぞ ら 学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 

茂井職務代理 

 

 

 

あ お ぞ ら 学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 

 

 

 

西山委員 

 

 

 

あ お ぞ ら 学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 

 

 

 

 

星野委員 

 

 

あ お ぞ ら 学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 

 

 

 

 

 

星野委員 

 

教育長 

 

その通りです。 

落札額に関してですが、落札した株式会社中西製作所だけが 4,000 万

円台（税抜き）、他の業者はだいたい同じくらいの金額ということで、

機械が同じものであるのか、質が落ちるわけではないのか、そのあたり

は保障されているのでしょうか。 

今回の機器全てについて、機器を指定して事前に４社の見積もりを徴

取しており、入札においても、指定した機器以上の性能のものという仕

様を提示しており、その条件の中での、最低金額ということになりま

す。 

以前、見学させていただいたときに、蒸気が漏れているところがあ

り、対処しながら使われてるという印象を受けたところですが、この中

で修理をしながら使われているものがどれぐらいあるのか、もし故障し

た場合は、どのように対処するのでしょうか。 

ほとんどが修理をしながら使っている状況です。冷蔵庫、冷凍庫につ

きましても、ファンモーターの故障などがありました。その際は、他の

冷蔵庫の空きスペースを活用するなどで対処しておりました。 

蒸気漏れについても、業者の方でその日もしくは次の日で対応いただ

けている状況です。 

長年使用しており、今回買い替えるということですが、必要に応じて

毎年替えるのではなく、ここで一斉に入れ替えるということでしょう

か。 

耐用年数からするとおおよそ１０年から１５年となりますが、それを

超えております。これまで計画的な入替は実施できていませんでした

が、昨年度、修繕計画を立てまして、それに沿って実施するところで

す。学校が夏休みの期間しか入替ができないため、一斉に全ての機器を

取り替えることが難しいことから、計画的に３年ぐらいの計算で、順次

交換していくということになります。 

今後は計画的に必要に応じて、修繕や交換をしていただければと思い

ます。 

昨年からボイラーの修繕も始まっていますが、計画について説明をお

願いします。 
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あ お ぞ ら 学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

学校給食課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

各委員 

教育長 

各委員 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

修繕計画につきましては、令和６年度からスタートしまして、令和２

５年度までというところで考えております。その中で、機器の更新を耐

用年数の１５年の前に、１０年ほどで部品の交換などの修繕をしながら

進めていきたいと思います。 

今後、なの花学校給食センターの更新も始まっていきますので、両方

の給食センターの機器の更新を、計画的に行っていかなければなりませ

ん。本市のこれからの児童生徒の推移から考えて、２つのセンターが何

年間必要か、委員の皆さんへお伝えください。 

児童・生徒の将来推計を見ますと、今後２０年程度は使用することに

なると考えております。提供食数の能力的なところで申し上げますと、

あおぞらが 6,000 食、なの花が 8,000 食でございます。食数だけみれ

ば、児童・生徒数が 8,000 人を割れば１つのセンターで足りると思われ

るかもしれませんが、現状の児童・生徒の将来推計や経営戦略室が出し

ている将来人口等を鑑みると、あと２０年程度は両センターの稼働が必

要となると考えております。 

本市の給食はセンター方式を採用しており、給食を作ってから各学校

に届け、そして子供たちの口に入るまでに時間がかかることもあります

ので、あまり遠いところには行けないというところもございます。それ

も踏まえると、当面は両センターが必要だという認識で考えておりま

す。 

他にご質問いかがでしょうか。 

（なし） 

この報告の内容については、よろしいでしょうか。 

（了承） 

ありがとうございました。 

 

〇報告第２２号 

 次に、報告第２２号「専決処理に関する報告について（ふじみ野市立

福岡中学校校舎Ａ棟長寿命化予防改修工事請負契約の締結について）」

を教育総務課長より報告をお願いします。 

契約の概要をご覧ください。 
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教育長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

工事名は、ふじみ野市立福岡中学校校舎Ａ棟長寿命化予防改修工事、

契約方法は、一般競争入札、契約金額は、税込み 439,511,600 円、契約

期間は、契約日から令和９年１月２９日までとなり、令和 7 年度、令和

８年度の２か年の継続事業となります。建物概要は、鉄筋コンクリート

造 地上４階建て、工事対象床面積は、全体で 5,557 平方メートルで

す。 

主な工事内容としましては、外部改修として、屋上防水改修、外壁改

修、外部建具改修、内部改修といたしましては、ＬＥＤ照明改修を行い

ます。工事場所は、裏面資料の配置図にある、普通教室・特別教室棟な

どを２か年かけて順次、実施していきます。工事着手にあたっては、学

校や事業者と協議、調整を行い、夏休みに入ったらすぐに工事が実施で

きるよう、仮囲い、敷き鉄板、足場等の仮設の設置工事を行い、夏休み

を中心に本格工事を実施してまいります。安全対策につきましては、生

徒及び学校関係者と工事関係者の動線を明確に分離し、工事車両の進入

については、通学時間をさけ、出入り口には交通誘導員を配置するな

ど、生徒及び学校関係者の安全対策を最優先に工事を行ってまいりま

す。 

入札（開札）調書を御覧ください。入札は、５月２０日午前９時３０

分から電子入札方式の一般競争入札で行われ、１社の応札があり株式会

社中原工業が落札候補者となりました。その後、落札者の事後審査を行

い、５月２８日に仮契約を締結し、６月議会に議案として提出しまし

た。 

会社（契約の相手方）概要は、契約の相手方である、株式会社中原工

業の会社概要でございます。 

福岡中学校のＡ棟は長寿命化を行いますが、もう一方のＤ棟について

の概要と期間についても説明をお願いします。 

Ｄ棟につきましては、令和６年、７年の２か年で、大規模改造工事と

いう形で実施しております。大規模工事と長寿命化工事の違いですが、

従来の大規模改造工事につきましては、経年による劣化、損傷、故障が

生じた内外の塗装、設備等の改修及び更新など、基本的に状態を元に戻

すことを目的としております。一方、長寿命化工事につきましては、２
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教育長 

 

𠮷野委員 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

教育長 

つの工事がありまして、長寿命化事業と、予防改修事業の２つがござい

ます。 

長寿命化事業につきましては、建築後４０年を経過した建物を対象と

し、今後３０年使用することを前提に改修する、大規模な改修工事とな

ります。一方、今回実施する予防改修事業につきましては、建築後２０

年から４０年未満の建物であり、将来的に長寿命化を図るため、健全な

状態を保つための予防的な改修工事という形になります。 

今回のＡ棟につきましては、平成４年建築なので、築３２年、Ｄ棟に

つきましては昭和５７年建築なので、築４２年経っていることから、そ

ういった形で工事の棲み分けをしております。 

今回の契約金額 4 億 3,900 万円に対し、国からの補助額は大体どれぐ

らいでしょうか。 

長寿命化改修予防工事に対し、国の予算として、学校施設環境改善交

付金という補助金がございます。こちらの補助金に手を挙げておりまし

たが、昨今の文部科学省の予算の枠や、様々な自治体においても関連す

る事業において多くの希望があったことから、結果的に本市は不採択と

なりました。 

補助対象事業費につきましては、上限が１億円となっており、その１

億円の３分の１を今回の補助金として見込んでおりましたが、その約

3,000 万円が今回、不採択という状況となっております。 

ただ今の報告事項について、委員の皆様からご質問・ご意見がござい

ましたらお願いします。 

工事の内容で外壁改修アスベスト除去を含むとありますが、アスベス

トはどの程度使われているのでしょうか。 

こちらの事業は執行委任という形で建築課に業務をお願いしており、

詳細が正確には分からないのですが、確認している限りでは、事前調査

によって外壁の下地調整剤に含まれていることがわかっております。し

かし、レベル的には飛散性の低い建材という形になっておりまして、撤

去等に当たっては、法令に基づく作業方法によって、安全に除去するよ

うな形で考えております。 

昭和５０年代以前に建てられた建物の外壁にはほとんどアスベストが
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教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

含まれており、今回が初めてというわけではございません。 

今回、このような表現が出てくるので、かなり使われているのではな

いかという印象を受けますが、ほとんどの建物に使われていて、これま

でも除去工事は行われているところです。 

被害の少ないアスベストという捉え方でよろしいでしょうか。 

アスベストのレベルという話になりますと、レベルが１、２、３とあ

る中で、今回はレベル３相当となります。レベル３が一番低いものとな

り、問題なく除去できるものと考えております。 

あくまでも外壁に使われており、内部で使われているわけではありま

せんので、子供たちが日常的にアスベストを吸引するというような状況

にはなく、工事の際に剥がすときに危険性があるということです。 

学校が使われてないとき工事されると思いますが、是非ご配慮いただ

ければと思います。 

一般競争入札で入札が一社のみだったということで、近年の学校関係

の工事で、株式会社中原工業以外に入札はあったのでしょうか。 

大井東中学校の大規模改造工事は、別の業者が落札しております。福

岡中学校のＤ棟大規模改造工事、次の報告の花の木中学校の大規模改造

工事の落札業者も、株式会社中原工業が落札しております。 

他にご質問いかがでしょうか。 

 （なし） 

この報告の内容については、よろしいでしょうか。 

（了承） 

ありがとうございました。 

 

〇報告第２３号 

 次に、報告第２３号「専決処理に関する報告について（ふじみ野市立

花の木中学校校舎大規模改造工事請負契約の締結について）」を教育総

務課長より報告をお願いします。 

 契約の概要をご覧ください。 

工事名は、ふじみ野市立花の木中学校校舎大規模改造工事、契約方法

は、一般競争入札、契約金額は、税込み 1,525,084,000 円、契約期間
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は、契約日から令和９年２月１２日までとなり、令和７年度、令和８年

度の２か年の継続事業となります。建物概要は、鉄筋コンクリート造の

地上４階建て、工事対象床面積は、全体で 5,994 平方メートルです。 

主な工事内容としましては、福岡中学校Ａ棟と若干異なり、外部改修

として、屋上防水改修、外壁改修、外部建具改修、内部改修といたしま

しては、床・壁・天井・パーテーション、家具改修等、及び、電気設

備・機械設備の改修を行います。なお、アスベストについては、先程と

同様に外壁の下地調整材に含まれていることが分かっております。 

工事場所は、配置図にある、普通教室・特別教室棟などを２か年かけ

て順次、実施していきます。工事着手にあたっては、学校や事業者と協

議、調整を行い、夏休みに入ったらすぐに工事が実施できるよう、仮囲

い、敷き鉄板、足場等の仮設の設置工事を行い、夏休みを中心に本格工

事を実施してまいります。安全対策につきましては、生徒及び学校関係

者と工事関係者の動線を明確に分離し、工事車両の進入は、通学時間を

避け、出入り口には交通誘導員を配置するなど、生徒及び学校関係者の

安全対策を最優先に工事を行ってまいります。 

花の木中学校の大規模改造工事については、２巡目の大規模改造工事

ということになりますでしょうか。 

はい、そのとおりです。 

ここから２巡目が始まったということになります。このように、今後

も継続して工事を続けていかなければなりません。莫大な予算を使って

いく事になります。 

是非、委員の皆さんには、大規模改修のサイクルを頭に入れていただ

きながら、今後予算をどのように組み立てていくかということについて

も、お考えをいただけたらなと思います。 

今年度、東原小学校が設計に入っていますので、直近で言うと来年度

に東原小の工事を実施する予定になります。 

ただ今の報告事項について、委員の皆様からご質問・ご意見がござい

ましたらお願いします。 

福岡中学校と花の木中学校は、同じ業者が落札したということです

が、複数の工事を同時に行うことによる齟齬などはないのでしょうか。 
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昨今、工事業者が、全国的にも少ない状況だと聞いております。我々

もその点は危惧しているところではありますが、今回、入札をしていた

だいてるということは、同時に工事を行うことも可能だと考えた上で、

入札をしていただいているものと、考えております。 

一部の自治体では、入札がされず工事ができなかったというような事

例も聞いておりますので、建築資材の高騰や職人がいない中で、業者が

決まったというだけでも前進だというように考えております。 

他にご質問いかがでしょうか。 

 （なし） 

この報告の内容については、よろしいでしょうか。 

（了承） 

ありがとうございました。 

 

〇報告第２４号 

 次に、報告第２４号「専決処理に関する報告について（ふじみ野市立

博物館整備工事請負契約の締結について）」を上福岡歴史民俗資料館長

より報告をお願いします。 

 ふじみ野市立博物館整備工事の入札は、令和７年５月２０日午前９時

１５分に電子入札方式の一般競争入札の開札が行われ、１社の応札があ

り、予定価格以下でしたので、佐伯・吉元特定建設工事共同企業体が落

札候補者となりました。その後、落札候補者の事後審査を行い、５月２

７日に仮契約を締結し、６月議会に議案として提出しました。 

 契約の概要を御覧ください。工事名はふじみ野市立博物館整備工事、

契約方法は一般競争入札、契約金額は、税込み 898,590,000 円、契約期

間は、契約日から令和８年１０月３１日までで、令和７年度、令和８年

度の２か年の継続事業となります。 

 建物の概要は、鉄筋コンクリート２階建て、工事対象面積は、全体で

2,080.84 平方メートルになります。 

 主な工事内容は、外部改修として、屋上防水改修、外壁改修、外部建

具改修等、内部改修として、床改修、壁改修、天井改修、パーテーショ

ン改修、家具改修、トイレ改修等を予定しています。また、駐輪場の新
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各委員 

教育長 

各委員 

設を計画しています。なお、工事場所は、配置図にある、建物及び駐車

場等の外構になり、令和７年度及び令和８年度にわたり順次、改修する

予定です。 

 工事着手にあたっては、６月２９日に近隣住民等を対象とした説明会

の実施を予定しております。終了後、可能な限り早く整備工事に着手し

ます。 

 安全対策につきましては、建物の周囲及び正面の駐車場に仮囲い設置

し、また、出入口には交通誘導員を配置するとともに、渋滞の発生予防

するため、車両の出入りについては、消防署方向を避けるよう、工事業

者と調整しております。 

今回の会議における報告事項のほとんどが財産の取得や契約の締結に

関するものについてです。 

その理由としましては、令和７年の３月議会で令和７年度の予算が成

立しました。その予算を使って工事等を始める場合には、財産の取得に

ついては 2,000 万円を超えるもの、工事については 1 億 5,000 万円を超

えるものについては、議会の議決が必要であり、６月の議会で議決をい

ただいて、契約を行います。ですので、契約期間、期日は６月の議会の

最終日以降ということになっており、今回の会議で、委員の皆様にご報

告をさせていただいているところです。 

それでは、ただ今の報告事項について、委員の皆様からご質問・ご意

見がございましたらお願いします。 

今回の工事は、旧大井郷土資料館や旧大井図書館を、博物館として使

えるようにするための工事であって、内装などの工事も含まれているの

でしょうか。 

内装含め、博物館としての工事はひと通り含まれております。 

あくまで建物自体であり、展示内容につきましては、この後報告いた

します。 

他にご質問いかがでしょうか。 

 （なし） 

この報告の内容については、よろしいでしょうか。 

（了承） 
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上福岡歴史民俗資料館長 

ありがとうございました。 

 

〇報告第２５号 

 次に、報告第２５号「専決処理に関する報告について（ふじみ野市立

博物館展示作成業務委託契約の締結について）」を上福岡歴史民俗資料

館長より報告をお願いします。 

 見積調書を御覧ください。件名はふじみ野市立博物館展示作成業務委

託、契約方法は随意契約で、令和７年５月２７日に見積合わせを実施し

ました。 

契約の相手方を選定するにあたっては、ふじみ野市立博物館展示作成

業務委託プロポーザル選定委員会を設置し、公募型プロポーザルを実施

しております。 

契約の相手方は、大阪府に本社がある、株式会社日展、及び東京都に

本社がある、大日本印刷株式会社を構成員とするＮＤ共同企業体です。

概要は、会社（契約の相手方）概要をご覧ください。 

契約金額は、税込み 306,130,000 円、契約期間は、契約締結の日から

令和８年８月３１日まで、令和７年度、令和８年度の２か年の継続事業

となります。 

業務の概要は、展示場の造作、模型作成、グラフィック作成、映像ソ

フト作成、映像機器設置、体験グッズ作成及び展示用照明機器設置とな

っており、作業対象面積が 903.26 ㎡となっております。 

次に、総合評価・プロポーザル契約に係る審査結果報告書をご覧くだ

さい。今回のプロポーザルは、４月１４日に応募要項を市のホームペー

ジ上に公表したところ、２者の応募があり、５月２３日にプレゼンテー

ション審査を実施して契約の予定者を決定しました。 

なお、今回の業者を優先交渉権者として選定した理由は、同程度の規

模の業務実績及び社内の業務実施体制を重視したものです。 

ただ今の報告事項について、委員の皆様からご質問・ご意見がござい

ましたらお願いします。 

展示のレイアウトなどは、もう決まっているのでしょうか。 

基本的な設計はできておりますが、細部は変更になる可能性もござい
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教育長 
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ます。 

今まで資料館に飾ってあったものなどは、廃棄され、新しいものを作

られるのでしょうか。 

利用可能なものについては、修繕等を行ったうえでて再利用する予定

です。 

プロポーザルの審査結果報告書を見ますと、ＮＤ共同企業体の方が、

実績や技術提案が優れているということで、決まったということでよろ

しいでしょうか。 

その通りです。 

博物館は、大井郷土資料館と上福岡歴史民俗資料館があり、それが統

合する形だと思うんですが、展示については半分ずつの割合になるので

しょうか。 

そういった考えではなく、全く新しいコンセプトで作っていきます。

旧大井の歴史も、旧上福岡市の歴史もふまえ、歴史に限らず、自然・地

史、環境なども含めて全く新しいものを作っていこうというのが、コン

セプトです。 

契約の概要にあるグラフィック作成や映像ソフト作成には、ランニン

グコストがかかると思いますが、今回そのあたりは含まれず設置のみと

なるのでしょうか。 

ランニングコストについては、プロポーザルの資料の中で提案してい

ただいております。確かに費用はかかりますが、皆さんにより分かりや

すい展示ができるものとして、必要経費だと考えております。 

ランニングコストは含まれていると考えてよろしいのでしょうか。 

ランニングコストは別途となり、含まれておりません。 

この中に含まれているものに、映像使用するためのＮＨＫに対する権

利料などが含まれています。それ以外に、何年か経過していけばリニュ

ーアルする必要性もでてきますので、その際に新たな映像ソフトを入れ

るということになると、新たな予算が必要となります。 

維持管理に係る部分についても、今回のプロポーザルの提案の中で挙

げてもらっていますので、審査をする中では、維持管理経費がどの程度

かかるというのは、各委員、承知している中で評価をしている状況とな
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ります。提案価格のみで考えると、もう一社の方が、優位な状況にはあ

った中で、全体で審査をすると、今回の業者のほうが優れておったとこ

ろです。 

他にご質問いかがでしょうか。 

 （なし） 

この報告の内容については、よろしいでしょうか。 

（了承） 

ありがとうございました。 

 

〇報告第２６号 

次に、報告第２６号「専決処理に関する報告について（ふじみ野市学

校給食センター運営審議会委員を委嘱することについて）」を学校給食

課長より報告をお願いします。 

学校給食センター運営審議会は、教育委員会の諮問に応じ、給食費の

改定や、学校給食センターの運営に関する重要事項について審議するこ

とを目的として設置しており、学校長、ＰＴＡ、給食主任、保健所職

員、学校医、薬剤師の方々で構成されております。 

このたび、委員の職域のうち２号委員の小中学校ＰＴＡ代表及び３号

委員の給食主任につきましては、異動等により、新たに別紙の者に委嘱

するものでございます。 

本審議会委員の任期は２年でございますが、新たに委嘱する委員の任

期は、ふじみ野市学校給食センター運営審議会設置規則第３条の規定に

基づきまして、前任者の残任期間である令和８年７月１６日までとなり

ます。 

つきましては、教育委員会会議における議案の取り扱い等に係る申し

合わせ事項に定める教育委員会における議論の余地がないものに該当す

ることから、専決処理といたしました。 

ただ今の報告事項について、委員の皆様からご質問・ご意見がござい

ましたらお願いします。 

（なし） 

この報告の内容については、よろしいでしょうか。 
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各委員 

教育長 

 

 

教育長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（了承） 

ありがとうございました。 

 

〇報告第２７号 

次に、報告第２７号「令和７年第２回ふじみ野市議会定例会一般質問

の概要について」を教育総務課長より報告をお願いします。 

一般質問については、６月１１日（水）から１３日（金）の３日間に

わたって行われ１７人の議員から５２項目にわたり質問がございまし

た。このうち教育部に関する質問は、１０人の議員から１２項目の質問

がありました。質問概要をご説明いたします。 

坪田 敏孝議員からは、「学校に通いづらい子どもへの支援」の項目

でフリースクール利用料等への補助について、不登校特例校、公設フリ

ースクールの開設について、第３の居場所の整備について３点の質問が

ありました。現在の状況等について、及び教育委員会としての考え方、

今後の多様な学びの機会の確保について研究を進めていく旨、お答えし

ております。 

古越 孝子議員からは、「闇バイトから若者を守る取組について」の

項目で、中学３年生を対象に注意喚起として出前授業の開催についての

質問があり、警察署による非行防止教室の実施や出前授業等を通しての

生徒の職業観を養う学習についての取組をお答えしております。 

川島 秀男議員からは、「地方自治で取組可能な食糧安全保障につい

て」の項目で、学校給食で取り組む食糧の確保について質問がありまし

た。市内産や、必要量を確保するため近隣市町の地場農産物を積極的に

取り入れていることや、コスト削減の取組の他、物価高騰分は公費を投

入していく方針についてお答えしております。 

民部 佳代議員からは、「旧江戸屋の活用」の項目で、現状と今後の

予定、新規事業者向けのシェアオフィス、チャレンジショップなどへの

活用について質問がありました。答弁の概要としては、旧江戸屋の今後

の利活用についての考え方をお答えしております。 

鈴木 宏樹議員からは、「学びを支える学習環境に関して」の項目で

「市内図書館の利用者数と推移」や、「博物館の座席や今後の配置計画
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について」の２点の質問を頂いており、図書館の現状の説明の他、博物

館の今後の計画については、現状の計画内容をお答えし、座席数につい

ては他施設の活用状況を参考にしながら整備していく旨をお答えしてお

ります。 

塚越 洋一議員からは、「不登校について」の項目で４点、不登校の

現状、教育委員会の支援体制と施策、子どもへの理解、休息と回復の保

証は、校内別室、教育支援センターの拡充の質問と、「ＰＴＡについ

て」の項目で３点、ＰＴＡと学校の関係、廃止・任意加入性の流れ、Ｐ

ＴＡ活動の今後の方向について質問を頂きました。それぞれ、現在の状

況や課題について、教育委員会としての見解を含めお答えしておりま

す。 

床井 紀範議員からは、２点「市文化施設における社会教育事業の充

実」についてと「小・中学校の教職員の労務管理」について質問を頂い

ております。まず、社会教育事業の充実では、専門職の配置や、利用者

懇談会の設置について、利用者団体との連絡調整方法の強化について、 

利用者団体の育成についてのご質問を頂いており、それぞれ、現在の状

況や今後の方針についてお答えしております。小・中学校の教職員の労

務管理については、フレックスタイム制の導入や部活動の地域連携の考

え方についてご質問を頂いており、答弁の概要として、フレックスタイ

ムの導入については県や他市町村の動向を踏まえた上で検討を進めてい

く旨を回答しております。また、部活動の地域連携については、子ども

たちの教育環境や地域に混乱をもたらすことのないよう、検討を重ね、

計画的、段階的に取り組んでいく等、現状の教育委員会の考えについて

お答えしております。 

鈴木 啓太郎議員からは、「対話拒否の理由は」に関して、公民館を

考えよう会とチラシ問題で対話しないのはについてご質問を頂いており

ます。答弁としましては、昨年度話し合いの場を設け、意見交換を行っ

ていることや、今後も丁寧に対応していく旨を説明しております。 

足立 志津子議員からは、「終戦８０年と平和事業について」の項目

で質問があり、戦争体験を伝える教育についての質問になっています。

答弁の概要としましては、平和事業として実施している「平和記念フェ
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教育長 

 

𠮷野委員 

 

 

学校教育課長 

𠮷野委員 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𠮷野委員 

 

スティバル」についての説明の他、社会教育施設での事業展開について

など、これまでの事業内容を踏まえお答えしております。 

近藤 善則議員からは、「義務教育と社会教育の充実について」の項

目で２点、義務教育の充実と完全無償化についてとして、給食の無償化

や修学旅行の無償化についてと公民館の復活についての質問がありまし

た。答弁概要としましては、学校給食費や修学旅行の無償化について

は、現状の考えをお答えし、今後の公費負担の適用の範囲について研究

に努めるとともに、国の動向に注視していくことをお答えしておりま

す。また、公民館の復活については、公民館という施設に捉われること

なく、社会教育事業を包含する生涯学習を進めていく旨お答えしており

ます。それぞれの質問に対する答弁の内容は、お手元の報告書のとおり

でございます。 

ただ今の報告事項について、委員の皆様からご質問・ご意見がござい

ましたらお願いします。 

フレックスタイム制の導入について、県教育委員会が策定したフレッ

クスタイム制の運用の手引きとありますが、内容について教えていただ

けますか。 

フレックスタイム制の概要ということでよろしいでしょうか。 

はい。 

いくつかパターンが考えられますが、例えば、１日の勤務時間が７時

間４５分となっている中で、各学校の勤務開始時間が８時半だとした

ら、それを１時間後ろにずらして、単純に勤務時間終了を１時間遅らせ

るといったことが想定されます。１日の勤務時間が前後するということ

です。 

他には、１週間の中で勤務時間を割り振るいうことが考えられます。

例えば、月曜日から金曜日までの勤務時間が１日７時間４５分と一律に

割り振られていますが、例えば月曜日の勤務時間を５時間４５分と割り

振り、残りの２時間を木曜日に加算し、木曜日は９時間４５分勤務する

ということも、想定されます。 

１日の勤務時間が７時間４５分と決まっている中で、勤務を何時から

何時までと割り振りをするのは、校長先生が変更できると思います。１
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学校教育課長 

 

 

𠮷野委員 

 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

教育長 

𠮷野委員 

 

学校教育課長 

 

茂井職務代理 

 

学校教育課長 

 

 

𠮷野委員 

教育長 

 

週間の勤務時間は３８時間４５分と、県の方では決まっていたと思いま

す。それを、一人ひとりが時間を１時間早くしたり、１時間遅くしたり

運用できるようにしていくという方向性なのしょうか。 

仰るとおりです。これまでは、学校全体で勤務時間が定められていま

したが、全体で決められていた始業時間、就業時間を個々に割り振るこ

とができるというのが制度の趣旨となります。 

学校教育の中で一人ひとりの勤務時間が変わっていく、そうすると管

理する方は、非常に難しいのではないでしょうか。働き方改革の面で

は、いいことだとは思いますが、やはり一長一短があると思います。答

弁の中では、今後準備を進めて行きたい、検討していきたいと回答して

いるようですが、今後しっかりと長所と短所を考えながら、どのような

形でできるのか慎重に考えていかないといけないのかなと思います。 

こちらについては、現在は県の方で手引きという形で示されている段

階です。これを今後、学校で運用していくにあたってどういった諸課題

や弊害があるのか検証を行いながら、今後、制度を固めていくことにな

ろうかと思います。子供たちにより良い教育の充実が図られるというこ

とを前提に導入について準備を進めていくと答弁させていただいている

ところです。 

子供たちの安全確保を第一にということも答弁しております。 

埼玉県の方では、今年度から既に取り組んでるということでしょう

か。 

手引きは示されていますが、令和８年４月の運用を目指して市町の教

育委員会と調整しているところです。 

埼玉県の条例では「学校職員」となっているようですが、学校職員に

は教員も含まれるのでしょうか。 

含まれます。対象となる職員については、県費負担教職員となりま

す。校長を含めて、教頭、教諭、養護教諭、事務職員が対象となりま

す。 

埼玉県においては、どのように進められているのでしょうか。 

県費負担教職員を対象とするわけですから、異動等によって他市へ移

る可能性も踏まえると、市町村によって大きな差異があっては困るわけ
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各委員 

教育長 

各委員 

教育長 

 

 

教育長 

 

で、一定程度の基準を作っていかないといけないという中で、埼玉県の

都市教育長協議会の中でモデル案を作っているところです。 

今後、また新たな情報が出てきたら教えていただきたいです。 

はい。今後、県の説明や他の市町等の協議の場が設けられております

ので、そういった中で運用等にあたっての課題等の解決策を見出してい

きたいと思っております。 

学校教育の中で、非常に大きな問題かと思いますので、情報提供の方

よろしくお願いいたします。 

様々な質問に対して、丁寧に回答されているように見受けられまし

た。その中でも、ＰＴＡに関する質問の中で、保護者の負担感の軽減と

あります。負担感が軽減されているという事例をホームページで紹介し

たところ現在 11,000 件以上のアクセスがあった学校があります。 

どちらの学校か言っていただいて構いません。 

大井小学校です。保護者へのＰＲ、学校でこのようなことをやってい

るということが周知されることによって、大幅に減ったＰＴＡの会員が

少しずつ増えています。学校でこういう事をやっていて、できる人が参

加してもらうという仕組みがわかれば、ＰＴＡに関して負担感ではな

く、参加してみたいという気持ちになって、それが地域協働学校の活動

にも繋がり、学校を核とした良い地域になっていくのではないかと思い

ます。ですので、いろいろな方法がたくさんあると思いますので、諦め

ることなく進めていっていただければと思います。 

ご意見ありがとうございます。 

他にご質問いかがでしょうか。 

（なし） 

この報告の内容については、よろしいでしょうか。 

（了承） 

ありがとうございました。 

 

〇各課からの報告 

次に、ここで各課から別件で報告をしておくべき事項がありましたら

お願いします。 
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（報告） 

ありがとうございました。  

 

〇次回の日程等 

続いて、次回の定例教育委員会会議についてです。 

次回は、令和７年７月２２日（火）午後６時３０分から、会場は第２

庁舎３階Ｂ３０１会議室を予定しております。 

なお、傍聴人の数ですが、５名までとさせていただきたいと思います

が、いかがでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、次回教育委員会会議の傍聴人は、先着順に５名を限度とし

ます。 

（了承） 

 

〇閉会の宣告 

以上で、令和７年第６回定例教育委員会会議を閉会いたします。 

ありがとうございました。 

（午後８時００分）  
 


